
 

 

 

ネット通信  花便り  

№18（2010年9月15日号） 

 ● ● 報 告 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
熊本県八代農業高校の生徒

さんによる基調報告「地域をつな

ぐ園芸福祉の拠点づくりを目指

して」の発表が始まると、来場の

皆さんは身を乗り出すように話に

聞き入っていました。練習に練習

を重ねたであろう発表。パワーポ

イント操作と発表者の息もぴった

りです。十代の高校生が次世代

リーダーの育成までも視野に入

れて活動している姿に感動しまし

た。園芸福祉自慢は５分間という

短い持ち時間の中で、的確に自

分の活動を理解していただける

かとても心配しましたが、発表者

の手品や本物の地下鉄駅長さん

登場に、会場は大いに盛り上が

りました。韓国・釜山からの報告

など13名の発表はユニークな中

に活動の本質があり、地方から

全国に向け情報発信することが

できたのではないかと自負してい

ます。 

また、博多にわか、ロボットに

よる黒田節の踊りなど“芸どころ

博多”をアピールできたのではな

いでしょうか。短い準備期間でし

たが、会員スタッフがそれぞれの

持ち場で一生懸命対応している

姿こそ、園芸福祉の明日を見る

思いでした。みなさま、お疲れ様 

でした。         

山﨑 博子 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９回「園芸福祉シンポジウムin福岡」を終わって 
去る6/19（土）アクロス福岡で開催された「園芸福祉シンポジウムin福岡」

は大盛況でした 

  

 
身体や気分のリフレッシ

ュ効果があるといわれるハ

ーブ。活用法はハーブテ

ィ、ハーブバス、化粧水な

どいろいろ。「レモングラス

をご飯に入れて炊くと香りも

良く、おいしいですよ」と会

員の堀内泰彦さんから教え

ていただき、早速作ってみ

ました。 

①生レモングラス4本を洗

い、調理用ハサミで10cmぐ

らいの大きさに切ります。 

②①を長いままのレモング

ラス1本で、クルクルと巻い

て縛ります。 

③②を洗ったお米の中に

ポイッ! 炊飯器のスイッチを

入れ、ご飯が炊き上がるの

を待つだけ。 

ご飯が炊けたらレモングラ

スを取り出し、しゃもじで混

ぜましょう。レモングラスの

爽やかな香りが立ち込め、

美味しいご飯の出来上が

り! 食欲の秋、油がのった

サンマといただくともう最高

でしょ!  

 
 

来場者アンケートより 

○それぞれの地域で、各グループ

の皆さんが、楽しく活動してい

る姿に心温まりました。園芸活

動の事例をたくさん聞くこと

ができ、とても参考になりまし

た。 

○園芸の力で“元気と仲間をつく

る”まさに園芸福祉の真髄を体

感させていただきました。 

○地域での活動のやり方のヒン

トになりました。 

○具体的にどのようにシステム

を作っていったのか等の話が

あればと思いました。 

○皆さんの活動的な姿を拝見し

て、自分も今後取り組む意欲を

高めるよいきっかけになりま

した。 

 

来場者のカテゴリー 

就業している    52.9％ 

就業していない   23.5％ 

  ボランティア程度  23.5％ 
 

アンナ・コンナ情報 !  
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事務局からのお知らせ 

 

 

アイランドシティー中央公園 

「園芸福祉の庭」定例作業のお知らせ 

★毎月最終の日曜日に、除草や花の定植など 

庭の手入れ作業をしています。 

★9月26日(日) 10：00～12：00  

★10月24日(日) 10：00～12：00 

※10月は「グリッピキャンペーン2010」開催のため、日

程が変更になっておりますので、ご注意ください。 

 

※定例会後「スキルアップ講座」を開きます。 
●講師：石井康子さん(英国王立園芸協会日本支部コンテナ

ガーデニング・ハンギングバスケット・マスター）  

●定員：30名(両日共) ●参加費：無料 

9月26日(日) ・10月24日(日) 2回シリーズ。 

園芸福祉の理念「五感の庭づくり」を基に、 

花材選び、庭の設計など。 

●持参するもの：筆記用具 

皆さまのご参加お待ちしています。 

●お問い合わせ・お申し込み先 

新屋 090-5287-1853 

  

■会員の皆さま、パソコンや携帯のアドレスを事

務局宛にお知らせください。花便りだけでなく、

メールでタイムリーな情報をいち早くお届けし

ます。 

■園芸福祉ふくおかネット事務局/ 

Eメールアドレス 

engeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jp 
■お問い合わせは：黒瀬 090-8626-1586 

 

■久留米・定例会のお誘い 

と き：毎月第 4 土曜日 14：00～ 

ところ：福岡県緑化センター(田主丸町) 

花壇の草取り後、会議をします。 

みなさんと “話しの花” を咲かせましょう。 

ご参加お待ちしていま～す。 

■お問い合わせは：栗木 090-1194-6726 

 

 
  

 

 

 
● ハーブを楽しみましょう 

講師：中津誉子さん(なかつやすこ) 

ハーブ研究家 

と  き：9月25日(土曜日) 13：30～15：30 

ところ：西日本短期大学 

【一部】ハーブの活用講座 

【二部】ハーブを使ってミニリース作り 

 
～ティータイム～ 

ハーブについての質疑応答    

定員：30名 

持参するもの：筆記用具 

●申し込み締め切り/9月23日 

●お問い合わせ・お申し込み先 

新屋 090-5287-1853 

●主催/こども病院フラワーボランティア 

 

参考です 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

グリッピキャンペーン2010 
10月30日(土)・31日(日)開催 

会場:福岡市植物園(中央区小笹) 

 

昨年のグリッピキャンペーン 

今年は福岡市植物園が開園30周年を迎える

ことから、植物園を舞台として10月30日（土）・31

日（日）の2日間開催されます。 

テーマは、「ありがとう♥緑・ひと・まち・いのち」。

園芸福祉ふくおかネットは、メイン会場にハンギ

ングバスケットの展示を行い、苔玉やフクロウ、

押し花のキーホルダーづくりなどの体験講座や、

園芸福祉活動をパネルや作品で紹介した「笑顔

のパッチワーク」、さわやかな香りのハーブティー

など、企画は盛りだくさんです。 

交流やスキルアップの良い機会です。会員の皆

さま是非、ご参加ください。 
注）駐車場が狭いので公共の乗り物をご利用下さい。 
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北九州フレンドで・・・・ 
 

押し花の後はティータイムです。部屋中

にミントとレモングラスの香りが漂うと

「わぁ～、いい香り」と皆さんの顔がほこ

ろびます。手作りのハーブクッキーとハー

ブティーをいただきながら、押し花談義に

花を咲かせティータイムを楽しんでいま

す。今では北九州フレンドのみなさんの笑

顔に会えるのが楽しみになり、次の活動日

を心待ちにしています。       尾上 
         

※10月30日・31日福岡市の植物園で開催される

グリッピキャンペーン2010。園芸福祉福岡ネット

の「笑顔のパッチワーク」で、北九州フレンドの皆

さんの作品も展示します。ぜひ、ご覧ください。       

  

 
今年の5月から北九州市八幡西区にある重

度身体障害者授産施設「北九州フレンド」で、

福岡県花のアドバイザー(派遣依頼)として

活動をしています。5月の初日は障がい者の

方10名(その内車椅子の方が8名)の皆さん

と、レイズドベッドフラワーなるテーブル

の上にプランターを載せて春の花の寄せ植

えをしました。 

初めは不安気な様子でしたが、完成した

寄せ植えを玄関前に並べると皆さん嬉しそ

うな笑顔。見事な出来栄えに拍手がおきま

した。6月はアサガオとフーセンカズラの緑

のカーテン作り。今は青々と葉が茂り、西

日のあたる渡り廊下に日陰を作ってくれて

います。そして、緑色の可愛いフウセンカ

ズラの実が風にゆらゆらと揺れています。 

暑い季節の7、8月は室内で押し花のしお

りとカード作りをしました。「このカード

は○○さんにあげよう」。不自由な指先で、

花や葉っぱを懸命に掴もうとしている姿に

「頑張って・・・」と、心でエールを送っ

ています。皆さんとも少しずつ打ち解け、

和やかな雰囲気の中で、押し花のしおりや

はがきを作りながら会話も弾みます。「も

う一枚作っていいですか」。奥さんや娘さ

ん、兄弟、友達などにプレゼントしたいと、

次々作品が出来上がるたびに満面の笑み。 

 

 

広報から訂正とお詫び 

3月15日号から発行ナンバーが間違っ

ていました。正しくは3月号NO.15→

NO.16、6月5日号NO16→NO.17でした。 

 

 

水島修子さん（旧姓 尾島）に赤ちゃん誕生 

名前は八千代（やちよ）ちゃん 

平成22年7月30日生まれ 

ママからのコメント：花や緑の好きな女の子

に育ってほしいです♪ 

 

 

 



◆あなたも活動紹介をしませんか？ 
個人やグループで、学校、地域などで行っている園芸活動をお知らせ 

ください。メールやお手紙に写真を添えてお送りください。 

●送り先／〒810-0033 福岡市中央区小笹1-9-25 

園芸福祉ふくおかネット事務局 黒瀬恵子宛 

Eメール/engeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jp 

 
 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
園芸福祉ふくおかネット事務局 

・ ＴＥＬ090－8626－1586(黒瀬） 

・ E-mail engeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jp  

・ ＵＲＬ www.engeifukusi-fukuoka.net 

・ 〒810-0033 福岡市中央区小笹1-9-25 

・ ネット通信 花便り 編集者 米倉治美・水島修子 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

僕のボランティアのスタートはお皿

を回したり、手品をする演芸福祉がス

タートでした。それがいつしか園芸福

祉の活動へと広がり、今は毎日多忙な

日々を送っています。「NPOを作りた

い!」という思いがボランティアをはじ

めたきっかけでした。それは今でも変

わっていません。「こども病院、九大

病院で花壇づくりや花の手入れなどの

ボランティアをしていますが、いつも

きれいに手入れをして、患者さんが居

心地良くしてあげたい」とニッコリ笑

う瞳の奥に熱いものを感じた古荘浩士

さん(中央区在住60代)でした。 

「永年企業で働いていた男の我々に

は、ボランティアってなんだろう?」と

いうのが正直な気持ちでした。しかし、

思い切って活動してみるといろいろな

人との出会いがありました。これまで企

業や社会で培ったすばらしい経験の持

ち主ばかり。学ぶべきところがたくさん

あって刺激的で面白いと話す新屋勲さ

ん(南区在住60代)。たまに以前務めてい

た会社の同僚と会うと、話しは過去の栄

光の話題に集中。しかし、ボランティア

で忙しくて、過去を振り返っている暇は

ないですよ。こども病院や高齢者施設な

どで花壇づくりや花の手入れなどのボ

ランティア活動をしていますが「誰かの

役に立っていることが、楽しいです」。

ボランティアの真髄ってこれかも知れ

ませんね。 

会員紹介 

皆様からのお便り

をお待ちして 

いま～す。 

 

ふくおかネット・おとこの組 

古荘浩士さん、新屋 勲さん 
(写真の左) 

 

 


